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●3年生 横浜鎌倉学習 ●1年生箱根学習    

●39期友愛会報告会  ●SDGs Day      

●英語スピーチコンテスト 

  

ＨＩＧＡＳＨＩ 

   ＣＯＭＰＡＳＳ 

考えつづけていくこと 

  

校長 菊地 知恵子 

 

〇 3月の学校生活 

 この3月は1年の振り返りやまとめと共に、

楽しみのある月です。3年生は長かった受験

の日々を終え最後の校外学習である横浜・鎌

倉学習へ。1年生はAB組とCDE組が一緒に宿泊

を経験する機会として箱根学習へ。その間に

2年生も学年レクリエーションで楽しい時間

を過ごしました。一年間の学校生活には、ひ 

とことでは表せない成長がありました。 

 

〇共生社会への「新たな価値観の創造」  

 近年、中学校は「新たな価値観を創造する

本質的な学び」を重点としてきました。これ

は生徒たちの生きる未来が、誰もが幸福を感

じることのできる「共生社会」となることを

展望して、東で育った生徒たちには「共生社

会実現のための新たな価値観」を創造する担

い手になってほしいという願いから掲げたも 

のです。  

 最近、若い人の言葉で気になるのは、自分

が理解して「あげる側」に立って述べるよう

な言葉です。今は恵まれた側にいるとして

も、自分を含む社会や世界のことを他人事に

しているあやうさを感じます。また世の中の

「取り残されまい」「遅れまい」という空気

や、「勝ち組」「自己責任」という言葉が、

若い人に焦りや不安感をもたらしていないか

と感じます。「タイパ」「コスパ」という言

葉もよく使われますが、ものごとの価値を踏

まえてこそ、効率的で良いことと捉えられま 

す。 

 流されずにちょっと立ち止まってみないと

自分の道を見失いそうです。誰も取り残され

ずに生きやすい社会とは、自分のためでもあ

り、隣の人のためでもあります。若い人たち

にはものごとの本質をとらえて、焦ることな 

く先の時代を生きてほしいと思います。 

 

〇未来に向けて 

 時間がかかること、効果がすぐに出ないこ

と、それはむしろ教育の場では大事なことで

す。時間をかける。繰り返す。見守る。教え

ないで考えさせる。わかるまで待つ。あとに

なってわかる。速成で結果を出すよりも、熟

すまでの時間が必要なことのほうが多いので

す。人を育てることは人にしかできず、それ

ぞれ子どもの育ちは違います。結局のとこ

ろ、見守られながら子どもは自分で育ち、自

分の人生を生きていくのです。備わっている

「成長の力」があります。人は独立した存在

であり、自由であり、あるいは孤独です。だ

からこそ、ある時には自分のことをおいて、

いかに他者と手を取り合えるか、他者の心に

添うことができるか、それが自分にとっても

社会にとっても幸せの指標になるのではない

でしょうか。お互いのことですから、それに 

は勝ち負けも損得もありません。 

 

〇「問う」こと、考えること 

 武蔵野東中学校にあるのは「時間のかかる

教育」です。少し先をみながら積み重ねてい

く日々があります。そして隣の友だちのこと

を自分のこととして思える、学校生活での経

験があります。それは空気のような当たり前 

です。 

 明後日、39期生は卒業式を迎えます。「混

合」という言葉がいらないほど共に過ごして

きた3年間の日々。この先の社会でいろいろ

な人と出会うでしょう。これからも「問う」 

こと、考え続けていくことを願っています。 

  

 最後になりましたが、今年度の教育へのご

協力に感謝します。 

 ありがとうございました。  



 

 

 清里で行った宿泊での研修を経て、今回は中学校生活の中でA～E組が混合

の部屋で宿泊する初めての機会です。次に実施予定の京都奈良学習に向けた

ステップとして、この2日間はとても有意義なものとなりました。 

 １日目の箱根は天候に恵まれ、寄木細工作り体験、小田原城見学ではそれ

ぞれ文化・歴史的な学びを得ながら、箱根を満喫しました。 

 ２日目はあいにくの空模様となりましたが、早雲山から大涌谷へのロープ

ウェイでは雪と大涌谷から吹き出る火山ガスの壮大な風景や、海賊船からの

景色に感動を覚えたようです。学年として最後の大きな行事でしたが、非常

に良い締めくくりとなりました。以下、生徒の感想です。 

 

 この２日間はより友達と仲良くなれたり、文化を知ることができたり、１ 

年の最後として最高の良い思い出となりました。      1年A組 T.K 

 寄木細工づくりでは、オリジナルの模様が考えられ、お気に入りの作品が

できました。小田原城ではとても景色がよく、電車が走っているところも見

られてうれしかったです。                1年E組 M.R 

 ３年生は卒業を間近に控え、中学校生活のまとめとなる横浜鎌倉学習に

行ってきました。１日目は、皇居外苑や横浜の街をガイドとともに散策し、

歴史で学んだ出来事を実際の風景に重ね合わせながら理解を深めました。夜

は、夜景を見ながらのディナークルーズを堪能。AB組とCDE組が一緒になっ

た活動班と生活班での行動も、自然な関わりができているのはさすが３年生

です。２日目は、鎌倉大仏や鶴岡八幡宮、新江ノ島水族館をクラスの友達と

巡り、卒業前の楽しい思い出を作りました。以下、生徒の感想です。 

 

 実際に現地に赴き、詳しい説明を聞くことで学びを深めることができ、

“もっと知りたい！”という興味が湧きました。      3年A組 I.K 

    横浜を班ごとに巡る活動では、AB組とCDE組という枠などはなく、みんな

で楽しく活動することができました。           3年A組 H.Y 

 ディナークルーズのご飯がとっても美味しくて感動した。クルーズからの

景色がとてもきれいで、素敵なデザートになった。     3年B組 O.A 

  ホテルの部屋からもライトアップされた観覧車が見られて最高でした。そ

の素敵な部屋でAB組の友達とお話したり、ゲームをして遊んだりして、とて

も楽しい時間を過ごせました。              3年D組 H.A 

 １年間の友愛会活動の振り返りとして、第39期友愛会の報告会を行い

ました。今年度は『一人ひとりが活躍できる友愛会』を目標に、お互い

に意見や提案が出し合い易い環境作りを心掛けてきました。報告会で

は、それぞれの委員会内で挙げられ、分析された今年度の成果や課題が

委員長から伝えられています。また、課題については、次年度での対策

案も伝えられるなど、有意義な報告会となりました。今年度の活動から

得た経験を、現１・２年生がしっかりと引き継いでいって欲しいと思い

ます。 
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１年間の英語学習のまとめとなるスピーチコ

ンテストを3月13日に行いました。クラス予

選を経て、18名の代表者が本戦出場を果たし

ました。各学年のテーマはMy Favorite(1学

年)、My Memory(2学年)、My Opinion on 

SDGs(3学年)です。発音や文法の正確さはも

ちろん、内容もよく工夫されたスピーチでし

た。3年生のスピーチは特に表現力に富み、

聞き手を引き込む力強さが感じられました。

どの生徒も自分の力を充分発揮していたと思

います。優秀賞は各学年で１名に与えられま

すが、特別選考枠*の生徒が対象となった場

合は、もう１名が一般枠から選ばれます。 

 ＊(特)…特別選考枠。英語圏からの帰国生または英語   

          の学習環境にあった生徒の中から選出。 

＜祝 優秀賞＞  

１年生：辻さん 

２年生：堀さん 

３年生：市川さん、江渡くん 

クラス 氏名 タイトル 

1A 有園さん My favorite animal 

1A 田代さん Your own Rakugo 

1B 伊藤さん Seaweeds 

1B 辻さん Dancing 

2B 吉村くん Magnificent Rome 

2B 牧野さん Memories of Taiwan 

2A 堀さん My favorite place 

2A 山本くん The World of Mirror 

2A 富川さん My dream and my guitar 

2A 坂口くん Various famous places 

2B 江口くん Success 

3A 原嶋くん Quality education for all children 

3B 赤池くん Ridiculous Goal 

3B 市川さん Get out of your dream 

3B 江渡くん Take actions 

3A 長尾さん Chance of learning 

3B 伊藤さん Poverty 

3A 鈴木さん Small acts change the world 

＜本戦出場者（発表順）＞ 

３月11日、SDGs Dayが開催されました。第１部ではプロジェクトの生徒がクイズ形式でSDGsやJICAに関する基

礎知識や情報を紹介しました。さらに、寸劇を交えて「レインフォレスト・アライアンス」についての情報発信も

行いました。第２部では、JICAより青年海外協力隊として２年間パナマで活動された射手矢弦太氏をお招きして

パナマの現状や課題についてお話しいただきました。ご自身が行っていた柔道の指導の苦労や生徒たちの様子、街

並みや文化、人々の生活環境、社会問題となってることがらなどを、映像や動画を使って紹介されていて、生徒た

ちは初めて知るパナマの現状に大きな刺激を受けていました。後半には、「貧困とギャング」と題してSDGsの課

題解決に向けてどのような方法が考えられるかについてグループで意見交換をしました。射手矢氏の経験をもとに

したお話からパナマの現状や課題点を知ることができ、生徒たちは世界の課題に向き合うことの大切さを実感して

いました。 

                                         JICA（国際協力機構）出張授業とグループワーク 
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 ２年生が１年間をかけて取り組んだ個人探究作品の校内審査が

おわり、以下が優秀賞・奨励賞・入選となりました。 

  氏 名 タイトル 

優
秀
賞 

伊藤さん  視覚に不安のある母にとって見やすい文字とは 

栗林さん  美しい日本語 

渋谷さん 
 もし中学生が夏休みに10万円稼ぐことを目指したら～自力でプチ起業してお金を稼ぐ

方法～ 

奨
励
賞 

飯島さん  自然に優しいルアー作り 

菅原さん  クローン病患者と食事制限～低脂肪でもおいしい食べ物を～ 

清家くん  西東京市にバイオガスセンターを作るには 

入
選 

鈴木さん  家庭での廃棄量を減らす！～私たちが身近にできることとは～ 

廣川くん  天気と交通事故～天気による交通事故件数の増減の関係～ 

藤本さん  昆虫食に対する抵抗を減らすには～非昆虫食とコオロギ食を比べる 

松本くん  身近にある色の問題～カラーユニバーサルデザインで考える調査と対策～ 

南さん  古紙のリサイクル～武蔵野市の取り組みから見える課題点とその具体的な対策～ 


